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[1]中 国 フロンテ ィア地域 にお ける都市的集落の発生 と変容

一草 原 フ ロンテ ィアの場合 一

小長谷有紀(国 立民族博物館)

1.は じめに一中国フロンテ ィア地域 としての内モ ンゴル 自治区

　いわゆる 「中原 」の北側に接 して広が る草原地域 を、中国文明の周辺地域すなわちフロ

ンティア として位置づけることに大方の異論はないだろ うと思われ る。そ こでは、古来 よ

り、旬奴 、鮮卑、柔然 、高車、突豚な どさまざまな名 を冠 された諸集団がいずれ も、遊牧

という生産様式 を基盤 としっつ、騎馬 による軍事力 を背景に して、主役の座 を交代 しなが

ら展開 してきた。 この草原地域において、騎馬 による軍事力を最後に行使 し得たのがモ ン

ゴル人である。そ してそれゆえに今 日、当該地域はモ ンゴル高原 と呼ばれてお り、内蒙古

(モンゴル)自 治区とい う行政域 となっている。そこで、本稿では、 この中国内蒙古 自治

区を 「草原フロンテ ィア」 として措定する。

　 この 「草原 フロンティア」において、都市的集落はいかに発生 し、変容 し、また変容 し

つつ あるのだろ うか。そのよ うな課題設定のも とに、論理的な整理 をお こなった うえで、

1つ の事例を紹介することが本稿の 目的である。

2.草 原フロンティアにおける都市的集落の2つ のタイプ

　中国国内における草原 フロンティアにおいて、現在では 「遊牧」 と呼ぶに値す るような

移動性の高い牧畜形式は認 められない。かつての ように季節 に応 じて放牧地 を替 える 目的

で居住地 ごと移動する、 とい うような生活 と生産の様式は、すでに20世 紀半ばから衰退 し

た。そ して今 日では農耕 と定着的な牧畜がおこなわれている(図1参 照)。

　牧畜にたず さわるモンゴル族がみずか ら播種農耕をお こな う場合 、播種農耕は漢族がお

こない、牧畜はモンゴル族がお こな う場合 など、主体の区別をす ることによって、さらに

詳細な区分 も可能 であるが、図1で は主体の区別 をせずに、土地利用に関す る地域区分 を

示 しておいた。

　 このような土地利用の変容が背景 として存在す るため、草原 フロンティアにおける都市

的集落の発生にも、異なるプロセ スがある、 と思われ る。

　 1つ は、農耕化が まず進行 し、それ によって牧畜その ものの定着化 も進行 して集落が形

成 され、そこから都市的集落が発生 してい くとい うプロセス と、もう1つ は、農耕化 とい

う過程を経ずに機能中心 としての都市的集落が発生するとい うプロセスである。

2-1.農 耕化による定着化過程における都市的集落の発生

　図1に 見 られ るように、中国内蒙古 自治区の うち、一般 に 「東北モ ンゴル 」と呼ばれ る

東北部 と、首府である呼和浩特(フ フホ ト)を 含む中央部は、　 「主農従牧」地域に相当す

る。 これ らの地域では、清代末期か ら農耕化が開始 され、現在 ではモ ンゴル牧民の生活基
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盤 も農業収入 によるところが大 きい[色 音1998]。 このように農耕化が進展 した地域で、や

がて都市的集落が発生 してくる(図2参 照)。

　図2は1985年 当時の人 口統計(表1)を 用いた都市的集落の分布 を示 している。草原フ

ロンテ ィアでは、清朝時代 に 「盟」 と呼ばれる行政域のもとに 「旗」と呼ばれ る複数の行

政域 が設定 されていた。いずれ も遊牧民の軍事集団である伝統 を受け継いだ社会組織であ

り、これが空間的に固定 された ものである。 これに対 して、農耕開発 され村落が発達 した

地域 については 「旗」か ら一部の土地が割譲 され、　 「県」が設定された。 この歴史的経緯

を反映 して、中国内蒙古 自治区には1987年 当時、8つ の盟、16の 市、18の 県、51の 旗 、

3の 自治旗、16の 区が設定されていた。8っ の盟 とは別に、盟の中に含まれない市と、そ

の下部単位 としての区があ り、一方、盟の中にその下部単位 として県もしくは旗があった。

自治旗 とはモ ンゴル族以外 の少数民族の集 中 している地域である。 これ らの行政単位の う

ち、市 と県 を便宜的に都市的集落 とみな して、その人 口規模 に応 じて大小に区分 して示 し

たのが図2で ある。

　図2が 雄弁に示す とお り、先の図1に おける 「主農従牧」地域において都市的集落が集

中している。 まず、　 「市」 については大規模、中規模、小規模の3つ の都市的集落に区分

して捉えるのが適 当であると思われる(表1に お ける類型①②③)。

　 100万 人以上の人 口をもつのは、首府である呼和浩特市(127万 人)、 今 日、カシミアの

工業都市 として名高い包頭市(162万 人)、 東北部の中心地である赤峰市(384万 人)の3

大都市である。 こ うした巨大な都市には一般に 「区」 とい う行政上の下部単位 を含んでお

り、一部に 「県」や 「旗 」を含 んでいる。ただ し、赤峰市の場合は、 「県」や 「旗」な ど

の農村部を広範囲に含んで面的に広がる市域が設定 されている(図2の 斜線部分)。 人 口

の集 中す る区部にのみ限定 して人 口を算出す ると88万 人にとどまるが、それでも100万 人

に近い人 口を擁す る、大規模 な都市的集落であることにかわ りはない。

　続いて人 口10万 人以上の中規模の都市的集落が11市 存在する。 とりわけロシアとの国

境に近い鉄道沿線部で都市的集落が発達 していることがわかる。

　なかには人口が1万 人にも満たないほど小規模であるにもかかわ らず 「市」に昇格 して

いる集落 もある。た とえば、モンゴル との国境部で貿易都市 として設 けられた、二連浩特

(エ レンホ ト)で ある。 これ らは、農耕化の波 を待つ ことな く、駅 とい う特殊な機能を果

たす ことによって草原が都市化 した事例 と見なされ、次節で取 り上げよ う。

　一方、　 「県」については、規模 のば らつきが小 さく(表1の 類型④)、 中央部に集中 し

て分布 している。農耕化を経て拡大す る都市的集落の特徴 をよく示 していると言えよう。

　図3は 、これ らの都市的集落について、人 口密度 とい う観点か ら、順列配置 したもので

ある。首府 よ りも集住 している都市的集落は、4つ ある。 まず、集寧(現 ・烏蘭察布 ウラ

ンチャプ)市 は大同の北 に位置す る、内蒙古自治 区の南の入 り口であり、通遼市は、東部

内蒙 古において鉄道の交差す る重要な結節点であ り、満州里市は ロシアとの国境貿易の中

心地であ り、烏蘭浩特(オ ランホ ト)市 は1954年 まで首府であった東部の中心地である。
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これ らの うち、満州里をのぞ くと、いずれ も東西2っ の 「主農従牧」地域の主たる中心地

であ り、農耕化を経て人 口の稠密地城が形成 され 、そ こに都市的集落 としての中心地が形

成 されていることが了解 されよ う。

2-2.都 市化による定着化過程における都市的集落の発生

　農耕化による定着化の過程を経ず に都市的集落が発生する事例は、牧畜がおこなわれて

いる草原の中に忽然 と集住地が現われるよ うな都市的集 落である。おおよそ、図1の 「主

牧従農」地域 における都市的集落が相当す る。

　た とえば、上述 したエ レンホ トと満州里のほかに、きわめて顕著な事例 として錫林浩特

(シ リンホ ト)が 挙げ られる。 ここは、清代に建設 された寺院を核 とした都市である。

　これ らの都市的集落は、20世 紀後半において大量の漢族が流入す ると、人口増加に とも

なって多様な機能が集積するよ うにな り、やがて周辺の人 口を吸引 して地域全体の定着化

を推進 してゆく。

　先の タイプと比較す ると、表2の よ うに対比的に区分 しうるであろ う。

表2　 農耕化プロセスの有無による都市的集落の差異

都市的集落周辺の

　 第一次産業

都市的集落の

　発生原因

定着化の原因

農耕化による定着化過程

における都市的集落の発生

農業

農業集落

農業による定着化

都市化による定着化過程

における都市的集落の発生

牧畜業

寺院建築など

都市による定着化

3.集 合に関する2つ の内在的原理

　上述のような整理は、草原フロンテ ィアで生 じた都 市的集落の発生 を把握す る うえで重

要であるものの、いずれ も外部世界の因子によって説明 された ものである。 だか らといっ

て、モンゴル族 自身において集 まるとい う内在的原理がまったく存在 しないわけではない。

　た しかに、遊牧 とい う生業は、牧畜のなかで も移動性が高く、それは同時に空間分布 と

い う点ではきわめて分散的な居住を特徴 とす る生活 をともな うものであった。 しか し、そ

のよ うな生活においても、人び とが集中す ることはあ りうる。 それゆえに集 中を意味す る

モンゴル語が存在する。モ ンゴル語 において集中に関す る実態を しめす民俗概念 をここで

とりあげておき、集 中ない し集合をめぐる内在的な原理 として整理 してお こう。
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3-1.　 「ホ トkhota」 とい う民俗概念

　 「ホ ト」 とい う言葉は、現在、中国内蒙古 自治 区では 「フフホ ト」や 「シリンホ ト」な

どのよ うに一般的に町の名称の一部 となってお り、その意味でまさに 「都市的集落」の意

味 として確立 している。 また、モ ンゴル国では一般的 に 「ホ ト」 といえば ウランバー トル

のこ とを意味す る。む しろ、 日常会話では ウランバー トル と名前を言わず にホ トと言 うこ

とによって首都 を指すのが普通である。いずれにせ よ、人び とが集住す る地点を表現す る

言葉になっている。

　 しか し、家畜 とともに生活 している人び とのあいだでは 「ホ ト」の原義が生きてい る。

そ こで用いられている 「ホ ト」 とは、宿営す るたびに存在する 「家畜の寝床」である。必

ず しも、何 らかの物質的な基盤があって囲われてい るとは限 らない。 固定的な施設の有無

にかかわらず、 日帰 り放牧か ら帰って来た家畜が休む場所、それが 「ホ ト」 と呼ばれ る。

　宿営は、ゴビ砂漠地域 をのぞいて、たいてい数軒の家庭が集 まっておこな う。概 して、

モンゴル国西部や チベ ッ ト高原では、宿営地集団 を構成す る戸数は多 く、 したがって家屋

数 も多い。一方、モンゴル国中央部か ら東部 にかけては、せいぜい4～5軒 の家が集まっ

てい る程度である。 こうした複数の戸数が集 まって宿営 している状態を 「ホ ト」 と呼ぶ。

　民主化直後のモンゴル国中央県での調査によれば、この 「ホ ト」を構成す るメンバーは

10年 間四季節の計40回 のあいだ一度 として同 じではなかった。すなわち、私たちがイメー一

ジす るよ うな 「村」ではな く、季節移動 をす るたびに、 「ホ ト」は場所が変わると同時に、

それ を構成す るメンバー も激 しく入れ替わ りうる、とい う特色をもっている。

　 ただ し、中国内蒙古 自治区ではモンゴル国に比べてはるかに人 口密度が高く、定住化政

策 も強力である。そのため、宿営地集団は、固定家屋に住み、メンバー もすでに固定的で、

小 さな 「集落」 とよび うる存在 と化 している。

　以上のよ うに、地域的な差異があるものの、基本的に 「ホ ト」とい う民俗概念は、そも

そ も牧畜 とい う生産活動のための一時的な集合形式であった こと、これが共同体の意味 と

なり、 さらに地縁的に固定 してのち 「町」の意に転化 したこと、が了解 され るであろう。

3-2.　 「フ レ ー-khur　i　e」 とい う民俗概 念

　 「フ レー 」 とい う言葉 は、 中世 に遡 れば 「ク リエ ンkurien」 とい う言葉 と して登 場 し、

円陣形 態 を示す こ と、 と同時 に大 会議 の意 味 であ った こ とが よ く知 られ て い る。 す なわ ち

「ク リエ ン」 とは 、軍事や 行 政 な どのサー ビス機 能 を果 たす た め に一時的 に人 び とが集 ま

る こ とを意味 し、そ して その とき集 ま った形 式が 円陣 で ある こ とを反 映 して 、円陣 を意味

して いた ので あ る。

　 17世 紀 以降 、モ ンゴル 高原 にチベ ッ ト仏教が本 格的 に広 く普及 し、草原 の各地 に寺院 が

建設 され る よ うに な る と、それ ぞれ の寺院 は 「スムsum・ ヒー ドkhiid」 と呼ばれ 、それ ら

の建 築群 の囲 い が全 体 と して 「フ レ,._.」と呼 ばれ た。 当初 は、 寺院 の周辺 に僧 た ちがゲル
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(移動式天幕)を 円形に配置 していたか らであろう。やがて、必ず しも円形 でなくて も、

寺院建築の囲いが 「フ レー」 と呼ばれ る。ただ し、後述するよ うに、シ リンホ ト市の貝子

廟の場合は 「3つ の四角形の赤いフレー」 と呼ばれてお り、 「フレー」の語に 「四角形の」

とい う形容詞が付 けられていることか ら伺われ るように、　 「フレー」そのものは基本的に

は四角形ではないこと、つま り円形 とい う概念を含み もっていたであろ う。

　モンゴル国の首都 ウランバー トルはかつて漢文資料には 「庫倫」 と記 されていたが、 こ

れは 「フレー」の音訳である。庫倫は一般に 「イフフレー」すなわ ち 「大 フレー」 と呼ば

れていたのに対 して、 「バガフ レー」すなわち 「小 フレー」 と呼ばれていた寺 もある。現

在の中国内蒙古自治区東 ウジムチン旗内にあった 「ラマのフ レー」 と呼ばれていた寺であ

る[布 和A達1999:27]。

　 このような宗教的な機能中心であった場合のほかに、それ以前の軍事集会の場合な ど、

集合す る目的の違いはあるものの、いずれの場合 も人び とを統合す る目的をもった、ある

サー ビス機能 の中心地に人が集まること、それが 「フレー」 とい うことばが用いられ る場

合に共通 している。

　上述の ような2つ のモンゴル語を手がか りに して、モ ンゴル族に とって内在的な集 中の

原理を対比的に理解す ると次のようになる。

　 1つ は、牧畜作業上の協業体制 として人は集中す るとい う原理である。 この場合は、 日

常的な作業であ り、常に存在す るが、恒常的に固定 されたメンバVで はない。　 「ホ ト」は

生産の現場 として存在 している。

　 もう1つ は、牧畜作業以外の 目的で人は集 中す る とい う原理である。 この場合は、非 日

常的な作業であり、本来、きわめて臨時的な集中である。 しか し、そ うした軍事、宗教 な

どサー ビスの機能 を担 う 「フレー」は、施設が固定化す ることによって都市的集落へ と発

展す る。

　 以上を対比的に捉 えると表3の よ うになるであろ う。

表3　 ホ トとフレーの概念的な対比

原義の形態

(社会的意味)

集合の原理

固定化の初期形態

ホ ト

　 家畜の寝場所

(宿営地集団の空間)

生産活動の合理化をはかる

生産活動のための

　　　集落

フ レー な い しク リエ ン

円陣形態

(会議)

集団の統合をはかる

サービス機能のための

　　　寺院建築
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　 この模式的な理解の枠組みは、先 に示 した枠組みと呼応 している、と見てよいであろう。

すなわち、草原フロンテ ィアにおいては、 「農村集落の発展型」の都市的集落 と、 「サー

ビス機能中心」 としての都市的集落 との二種類が発生 してお り、モ ンゴル語の概念を対応

させ るな らば、前者 は 「ホ ト」的、後者 は 「フ レー」的、 とそれぞれ対応 させて呼んでも

差 し支えないであろう。

　にもかかわ らず、興味深い ことに、フレー とい う概念 と対応する事例 として挙げた都市

的集落はシ リンホ トやエ レンホ トな どであ り、いずれ も 「ホ ト」 とい う語を地名化 させて

い る。 これ らの都市的集落 について、発生時に認め られ る類型が、必ず しも実態 としてそ

のまま敷術できない ことを意味 している。換言すれば、都市の本質的な変容があったとい

う可能性 を示 してい る。そこで、1つ の実例 としてシ リンホ トを とりあげ、 どのように都

市的集落が発生 し、また変容 したかを確認 しよ う。

4.シ リンホ ト市 一都市化による定着化 の事例 として

m1.都 市的集落の発生:シ リンホ ト市の成立

　草原フロンテ ィアにおいて、農耕化 を経 ることなく都市的集落が発生する契機 となった

のは、清代乾隆8(1743)年 に建立され たチベ ット仏教寺院 「崇善寺」である。 シリンゴ

ル川の流れる盆地のほぼ中央に小 さな丘があ り、そこに有名な 「13オ ボ」があった。オボ

とは土地神 のよりしろとな る塚で、当地のそれ は13体 が一直線に並んで壮大であった。 こ

の丘の南側 のゆるやかな斜 面に寺院は建設 された。

　 当該地域 を支配 していたモ ンゴル人貴族は、清朝か ら貝子の爵位 を得ていたため、その

所轄域は 「貝子旗 」 と呼ばれてお り、それはすなわち彼 らの天幕か ら成る中心地の名称で

もあった。 そこに建設 された寺院であるため、崇善寺は俗に 「貝子廟」 と呼ばれていた。

　 建立当時は、1っ の堂にす ぎなかったが、20世 紀半ばには6つ の堂を擁す るまでに建築

物が集積 してお り、その全体は 「3つ の、四角形の赤い囲い(フ レー)」 と呼ばれていた。

　20世 紀初頭 に当該寺院を調査 した長尾雅人によれば、中央に崇善寺(大 廟)を 配 し、そ

の北 に慶善寺があ り、それ らが1つ の囲いで囲まれてお り、同様に東西にも囲いがあ り、

それ ら3つ の囲いのほかにさらに周辺に倉庫や僧坊な どの小 さな囲いが併設 されて、合計

7つ の囲いから成 っていた[長 尾1992(1947):95]。

　 70～80歳 代の高齢者の聞 き取 りによれば(添 付資料を参照のこと)、 これ らの 「囲い」

の地区か らお よそ500メ ー トルの範囲内に 「東商」　 「西商」 と呼ばれ る地区があり、一種

の商業地区が形成 されていた。 ただ し、その規模は決 して大 きくはない。東商は張家 口か

らの商人が食料 品や 日用雑貨 を販売す る地区であ り、西商は北京か らの商人が少 し高級な

品物 を販売 していた地区であった。双方 ともに、モンゴル風の天幕(ゲ ル)の 中での販売

が許 されてお り、固定家屋 を建設 して居住す ることは許 されていなかったと言 う。数軒 の

ゲル があるばか りであったが、やがて彼 らはモ ンゴル族の遊牧民たちの ところへ出向いて

その畜産物 を搬 出す るよ うにな り、それ らの畜産物 を収容す る施設 として倉庫の建設が認
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められるに至 り、いよいよ固定的な商業地区へ と展開 した。先述の長尾 によれば、昭和18

(1943)年 の段階では、固定家屋であったことが知 られる[長 尾1987(1947):45]。

　 「囲い」の外 には、数 キロメー トル離れた位 置に、アバハナル旗政府が衛 門(役 所)と

して数軒の天幕 を張っていた。また、満州国の成立後、徳王の自治 を支援す るとい う名 目

で 日本の陸軍特務機関があ り、善隣協会、興蒙 中学校、大蒙公司、蒙彊銀行の貝子廟支部、

も寺院か ら4～5キ ロメー トルの範囲に設置 された。

　 このように、20世 紀前半までのシ リンホ トは、寺を中心に した小 さな商店街 と、軍事関

連施設の2拠 点か ら成 っていた。平坦な草原の中に寺院 をは じめ とす る建造物が突出す る

とい う風景が展開 していたのである。まだ シリンホ トとは呼ばれず、寺院の名称 もしくは

寺院を構成す る建造物の総称で呼ばれていた。

4-2.都 市的集落の変容:シ リンホ ト市の拡大

　 1949年 に中国全土が解放 され るに先立ち、内蒙古自治区はいち早 く1947年 に自治区政府

が成立 し、社会主義化がすすんだ。チベ ッ ト仏教 に殉 じる僧たちの存在は、宗教をアヘ ン

とみ る社会主義的立場か らは許 されず、まず、何 らかの生産活動に従事す ることが強い ら

れた。そ こで、彼 らが試みたのは、医療、裁縫 、製紙な どであった(添 付資料を参照の こ

と)。

　医療行為は、ラマ僧のなかで もこの部門の専門家たちが従来か ら信者 に供せ られていた

サー ビスである。一方、裁縫はラマ僧同士のあいだで得意 とす るものが供 していたサー ビ

スであ り、これを産業化す る試み としてフレー(囲 い)内 に工房が作 られた とい う。また、

製紙はもともと経文 とい う印刷物 を消費 していた ラマ僧たちが、その生産に携わろうとす

る試みとして印刷作業所がフレー(囲 い)内 に作 られた とい う。

　従来か らのサー ビス業であった医療 に加 えて、新たに工業的 な生産活動がフレーの中で

開始 され、それ らが手狭 になると、フ レーの外へ と脱出が始 まった。すなわち、工場建設

の始ま りである。

　 ちょうどその頃、1952年 、シリンホ トとい う名称が使われ るよ うになる。すなわち、20

世紀の後半か ら、フ レ._....はホ トへ と名称が変わった。 と同時に、サー ビス機能中心か ら生

産現場へ と転換 した。工業は20世 紀を牽引す る産業であ り、その生産地へ と転換 したので

ある。 ある特定の機能中心 とい うフレー的な集 中原理か ら、生産のために集まるとい うホ

ト的な集中原理へ とい う転換は、まさしく都市的集落の名称の変遷 と整合性 をもって呼応

しているとみてよいであろ う。

　その後、1983年 、シリンホ トは鎮か ら市へ昇格 し、シリンホ ト市は 「草原の真珠」 と称

されて発展を始める。図3に 見 られ るよ うに、1985年 の時点での人 口密度は最下位 であ り、

人 口の周密する都市的集落 としてはきわめて初期的な段階に とどまっていた。農耕化 を経

ない地域のなかで、交通路の結節点ではないにもかかわ らず 、都市的集落が発生する事例

である。その意味で、まさしく 「草原 フロンティア」における都市のあ りかたを体現 して
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いると言えよ う。

　まば らに人が住む地域のなかにあって、シ リンホ ト市は徐々にその市街地を拡大 してい

く。図4の ように、現在の市街地は文化大革命開始時の3倍 程度に拡大した(図4参 照)。

ちなみに、筆者が初めてシリンホ ト市を訪れた1985年 当時、草原部との境界地に立地 して

いた外国人用のホテルは、2004年 現在、市街地の中に埋め込まれて しまった。

　 こうした市街地に居住す る人 口のお よそ7割 が漢族である。市街地の発展は、周辺の草

原部 とりわけ乾燥化が著 しく牧畜の成立基盤 を失いっつあるチャハル地方か らのモンゴル

族の移入よ りもむ しろ、圧倒的な量の差 をっけなが ら、漢族の移入をもた らしている。モ

ンゴル族に とって宗教サー ビスの機能中心であった都市的集落は、今 日、漢族の生産活動

の場所 としての性格をもつべ く変容 したと言っても過言ではないであろう。

5.最 後に一都市的集落の未来

　草原フロンテ ィアにおける都市的集落の発展は、農耕化 を前提条件 とするか否かによっ

て歴史的に2つ の流れで理解することができる。その うち、農耕化を前提条件 とせず に発

展 した流れ は、草原 フロンティア としての特徴をより明瞭に反映 したプロセスであると考

えられる。

　ただ し、その事例に依拠するな らば、そ うした特異性は、結局のところ20世 紀後半の変

容のなかで失われていく。農耕化 を経てきた都市的集落 と同様に、20世 紀を牽引する産業

の生産現場 となってきたか らである。

　 しか しながら、将来にわたっては、両者のあいだにみ られる規模の違いが大きな意味を

もつようになるであろうと思われ る。農耕化 を経てきた都市的集落 とそ うでない都市的集

落 とのあいだでは、背後にもつ人 口規模がまったく異な り、都市規模 も異なる。前者が圧

倒的に大きい。 この違いは今後、 どのような発展の違いをもた らすであろうか。

　 とりわけ重要な問題 として認識 されているのは、都市格の付与(municipality)と い う

政治上の操作である。すでに1987年 の時点で広大な行政域をもつ都市として確定されてい

た赤峰市 と同様に、近年 、中央部の南の伊克昭盟がオル ドス市 とい う行政単位 に変換 され

た(図2参 照)。 このような都市格の付与 とい う政治上の操作は、モ ンゴル族の自治権が

保証 された地域か らの離脱を意味 している。すなわち、一都市 として独立す ることによっ

て民族政策の対象からの切 り離 しがお こなわれている、と見 られている[Bulag　2002]。

　農耕化を経てきた都市的集落をもっ地域では、盟域全体が都市 として昇格 し、第一次産

業か らの脱却が試み られている。今後ますます第二次産業の生産現場 と化 し、中国の中の

先進地域がもはや 「世界の工場」 を脱 しているなかで、こうした地方都市 こそは 「世界の

工場」を具現化 してゆくであろ う。

　一方、シ リンホ ト市はあいかわ らず、盟の中心地にとどまってお り、また盟全体が市 と

して行政的に昇格す るとは現地ではまったく考 えられていない。それ どころか、盟の最大

の資源は、草原であるとみな され るようになっている。 ウジムチン羊 とい う在来種が国際
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的な評価 を得ている今 日では、現地で も、 もっぱら第一次産業に地方発展の契機があると

見なされてお り、 また内蒙古自治区で唯一 と言 ってよいほ ど、草原の風景 と遊牧 らしい暮

らしが残っているウジムチン旗は、観光資源 と見なされている。あ くまで も経済的発展 と

い う見地か ら、シリンホ トは 「草原の真珠」であ りつづけるであろう。

　 このように、草原 フロンティアでは、歴史的経緯の異なる2つ の都市的集落群が今後 も

都市 とは何か を考察するうえで重要な異なる動 きを見せ ると思 われる。

謝辞　本稿を作成するにあたって、 シリンホ ト市出身の包慕薄 さん(東 京大学生産技術研

究所)よ り、地図資料 についてご教示いただきま した。記 して感謝 します。
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表1　 1985年 の人口統計における都市的集落
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表2　 農耕化プロセスの有無による都市的集落の差異
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表3　 ホ トとフレーの概念的な対比
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図1　 内蒙古自治区における土地利用
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図2　 内蒙古自治区における都市的集落
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (児玉香菜子作成)
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揚林浩特城市建没用地ポ展團
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図3内 蒙古自治区における都市的集落の人ロ密度ランク　1985年



添付資料その1

　　ザ ンバルマー さんは戌年生まれ、八三歳。一九ニニ年にモンゴル国スフバー トル県の

ダリガンガに生まれた。兄弟は一二人で、男の子が六人 と女の子が六人だった。ザ ンバル

マー さんは兄弟のなかでは十一番めで、女の子のなかでは五番めで、下に妹が一人いる。

父親の名前 はツウル トゥムだったが、シ リーンゴルに来て四年経 った一九三五年に亡 くな

った。聞き取 りは2004年2月 に彼女の自宅でおこなった。

　　わた しがダリガンガにいたときはアルタン ・オヴォー、アスハティー ン ・オール、ア

ヴダルティーン ・オール、アヨダルなどで遊牧を していま した。一九三一年の冬は、ア ヨ

ダルとい うところで越冬 していま したが、二月二 日の 日暮れ ころ、三頭のラクダに荷物を

積んで、数少ない馬を追って出発 しま した。ほかの家財道具や家畜はすべて残 しま した。

　　速 く行 くことを考 えてラクダの荷積み も軽 くしたつもりで したが、ラクダの歩みが遅

いので、途中か ら荷積みのラクダも捨て置 くことにな りま した。わた しは最初、荷積みの

ラクダに靴 も靴下もないまま乗せ られていま したが、ラクダを捨て置 くことになったとき、

父はわた しを荷物のなかか ら抜 き出 して裸足のまま懐 のなかに入れよ うとしま した。 しか

し、わた しはもう十歳で したので大きすぎて無理で した。それで、父はモンゴル服の裾 を

縛 り上げてそのなかにわた しの足を入れ てわた しを抱きかか え、馬に相乗 りしま した。父

と交代で兄はわた しを背中におぶ って馬を走 らせま した。誰かの馬が疲れれば、兄は別の

馬を捕まえて交代 させていま した。その作業の間は父がわた しを抱きかかえていま した。

　　一晩中そのように して馬を走 らせて、朝、日が出るころに国境を越えま した。「国境を

越 えた」 と言 って父と母は故郷に向か って拝んでいま した。わた しは自分が迷惑になって

いた と思 っていたのか、「わた しを放置 して行きなさい」「わた しを放置 してみんな軽 くし

て行きなさい」と泣いて頼んだのを覚えています。

　　そこか らは止まらずに進んで、昼過 ぎにアバ ガ旗の北側のとある家に入 ってお茶を飲

み、 しば らく南へ進んでか らそこに留ま り、アバガ旗(中 心地)で 春を過 ご して、初夏の

六月にはゲゲーン ・ス ゥム(貝 子廟)の 近 く、今のシリーンホ ト(市 中心地)に 来ま した。

三人の兄、三人の姉、父母、それにわた しと九人で ここに移動 してきま した。

　　なぜ こちらに移動 してきたのですか。

　　ロシアの赤い党が入 ってきて領主やラマ僧を殺 しは じめていると、そ して、男の子 と

たちを全部軍に強制連行 していると、そ う聞いてそれ を恐れ、逃亡す ることを決心 しま し

た。わた しの一人の兄がラマ僧で した。彼にラマ僧のまま無事に生きて もらいたかったの

です。それ にわた しの家は男の子が多かったので、軍隊に強制連行 され ることも恐れてこ

っちに逃亡 してきたそ うです。

　　アバガ旗(中 心地)で 春を過 ごしていたときに父は着 てきたクロテ ンのデール(モ ン

ゴル服)で ゲル(フ ェル トの天幕)を 一軒交換 しま した。思 うに、そうとう値打ちのある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一185一



デールで したね 。一着のデールでゲル を一軒交換できるとは。それで、ゲゲーン ・ヒー ド

(貝子廟)の 近 くにきて、兄をゲゲー ン ・ヒー ドのラマ僧 にさせてもらい、わたしたちは

よその家の家畜を放牧 してなんとか生計を立てま した。

　　わた したちはゲルをもつようにな ってからアバガ旗か ら商人の車に荷物を運んでもら

って、ゲゲー ン ・ヒー ドの北側 にゲルを立てま した。ゲゲー ン ・ヒー ドの周辺には人家が

少なか ったです。寺の西南にはベー ジン ・マイマイ(北 京の商社)と 呼ばれ る十数軒のゲ

ルがあ りま した。寺の東北にはジンジコー ・マイマイ(張 家 口の商社)と 呼ばれるゲル も

数軒 あ りま した。ゲルの中に木製のカウンターを設置 して品物 を売っていま した。倉庫は

固定家屋で したが、その他 は全部モンゴル ・ゲルで した。

　　寺の近 くには善隣協会という機関もあ りま した。そ こには数人の 日本人がいま した。

それ に大蒙公司という商社があ りま した。また、徳王(デ ムチュグ ドンロブ王)の 軍事施

設が ありま した。軍の駐屯地 は寺の東南にあ りま した。わた しは十八歳の とき、一九三九

年に徳王の軍隊の上佐だったナムダグという人 と結婚 しま した。ナムダグは西スニ ド旗出

身で したので、わた しは西スニ ド旗に行って結婚式をあげて、またゲゲー ン ・ヒー ドにも

どってきて軍の駐屯地に三年間 いま した。ナムダグは上佐か ら連隊長になりま した。ナム

ダグは連隊長 と呼ばれていま した。わた したちが住んでいた軍の駐屯地か らは東商(東 の

商店街)の ほうが近か ったのですが、わた したちは馬に乗って西商(西 の商店街)に 行 く

ことが多か ったです。西は北京の商社で したので品物が豊富で した。品物も良質です。軍

の駐屯地から、その西の商社街までは草原で した。それほど遠 くはあ りませんで した。

　　一九四一年に軍の駐屯地 にいたとき、初めての子供になる長女のナム ジルツォーが生

まれま した。自分の家での出産で した。助産婦 を家に呼んできて赤ん坊を包んでもらいま

した。軍の駐屯地に三年間いて、その後、一九四三年に西スニ ド旗に移って、ナムダグの

家に住み ま した。ナムダグは軍官で したので、行った り来た りしていま した。そうこうし

て三人の娘が生まれま した。チ ョールマー、エルデニツェツェグ、 ソ ドノムジ ドの三人の

娘は父親の故郷の西スニ ド旗で生まれま した。

　　一九四九年 ころだ と思います。ある夏、漢人部隊がナムダグを連れていきま したが、

エ レー ン ・ホ トを過 ぎたところで、ザ ミー ン ・ウーデ(モ ンゴル国側にある国境の町)の

手前 で殺 しま した。いったい何の罪なのか、わか りませんで した。 こうして夫が死んで し

ま った ものですか ら、わた しも西スニ ド旗に住むの をやめま した。一九五〇年に四人の子

どもを連れて、車に荷物を積んで、数頭の牛を追 ってゲゲー ン ・ヒー ドの近 くにいた母親

の ところにもどってきま した。寺 にいたラマ僧の兄も一緒に住んでいま した。

　　 こう して子 どもたち といっしょに母のところにいた とき、ダンザンという男が軍隊か

らもどってきま した。彼は家族のいない一人ぼっちで馬の番を していま したが、わた しの

家に来て知 り合 ったので、彼 と結婚 しま した。ダンザ ンと結婚 してもう一人の娘が生まれ

ま した。エルデニチメグとい う名前です。 これで五人娘にな ったので、早 く男の子が欲 し

くて姉の娘から男の子 ジャムバル ドルジを養子に しま した。彼はほん とうに男の子 を連れ
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てきて くれま した。その後 、ず っと男の子が四人生まれま した。ジャムバル ドルジの次は

リンチン ドルジ、その次はウルズィツェンゲル、その次はウニルバヤン、そ して末 っ子の

ソヨルツェンゲルが生まれ ま した。ソヨル ツェンゲルを産んだ とき体調がよ くなか ったの

で、二番 目の娘であるチ ョールマーに引き取 ってもらいま した。

　　わた しはこの ように男の子五人と女の子五人の、十人の子どもがいます。産んでいる

うちに、わた しは自分で 自分の助産 をす るよ うになりま した。赤ん坊 を包む布や鋏、お湯

な どを用意 しておいて、自分で赤ん坊のへそを切 って布に包むように していま した。末っ

子のソヨルツェンゲルは町で生まれ ました。体調が悪か ったので助産婦を呼んでみてもら

いま したが、助産婦 は 「まだですよ」 と言 って去 って しま した。助産婦が去 ってか ら陣痛

が始ま りま した。ダンザ ンがその助産婦 を呼びに行 く間に生まれま したので、また 自分で

助産 したので した。 リンチン ドルジとウニルバヤンのときも自分ひ とりで産みました。

　　赤ん坊が生まれてか らは一 ヶ月の産休を取ってよ く休 まなけれ ばな りませんが、モン

ゴル ・ゲルの中ではカーテ ンを引いて風が当た らないように して二、三 日家を出ません。

三日経てば頭に布を巻いて風 に気をつけながら家事 を しは じめます。乳搾 りも します。三

日以内は外部の者が部屋に入ることは禁止 されています。遠 くか ら来た人も近所の者も赤

ん坊がいるところに入 ってはいけません。家庭によっては赤ん坊が生まれたあと竿に赤い

布をつけてゲルの入 り口の前 に差 し込む ことがあ ります。それを見た人はこの家は立ち入

り禁止であることがわかって、中に入ろうと しません。 しか し、わた しの家は赤い布をつ

けた ことがあ りませんで した。赤ん坊が生まれて三 日経 ったあとは赤ん坊のお祝 いの食事

をするために近所や兄弟、親戚 を呼び集めてお茶 を飲ませ ます。その とき、産婦は赤ん坊

のことがあるので、起き上がって炊事を しな くて横 にな っていてもかまいません。座 って

いても結構です。元気な人は起 き上がって炊事 をして客を接待することもあ ります。

　　 「文革」のときはどのように過 ごされ ましたか。

　　 「文革」の ときはたいへん苦労 をしま した。その前は牛が結構増 えていたので、まあ

まあ家畜の数も増えていま した。一九五八～一九五九年 ころは高級合作社になるといって

私有の家畜 を公有のものに しま した。 ヒッジ五匹、雄ウシー頭、乳 ウシー頭を残 して あと

はすべて公有のものに しま した。それで、公有のウシの番をするようにな りま した。一九

六六年に 「文革」が始まった とき、わた しは金持ち軍官の夫人だった として糾弾 され 、ダ

ンザ ンも金持ち軍官の夫人だ ったのを知っていなが らそんな人と階級の境を明瞭に しなか

った、として糾弾 されま した。

　　それでわた したちが世話を していたウシの群れ も没収 されて、わた したちは他人のお

手伝いをするようにな りま した。よその家を手伝 って乳搾 りをした り、羊毛を刈った り、

また、家畜の出産を助 けた りしま した。他人の家がやらせ る仕事は何でもや りま した。の

ちにはゲゲー ン ・ヒー ドとツァガー ン ・オヴォーの間にあるデルセ ン ・オス とい うところ

の、土木工事現場 に移 っていきま した。ダ ンザ ンは泥や土を扱 う作業に加わ り、わた しは
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その作業のための水を汲む仕事 をしま した。

　　 「文革」が終わ って、名誉回復をされてか らは公有の ヒツジの番 をするよ うになって、

や っと人と対等に付き合 うことができるようにな りま した。

　　と くに持病はな く、元気です。七〇歳になった年に磐部の麻痺症にかかって一年 あま

り臥せ っていま した。ほかに大病を患った ことはありませんね。

　 ..



添付資料その2

ガルサ ンポ ンツォ ング さん 、 七十 一歳 。聞 き取 りは2004年2月 に貝子 廟で お こな った。

　 一九三三年に内手 ンゴルの ヒシグテン旗に生まれ ま した。一九三八年・五歳の ときにゲ

ゲーン ・ヒー ド(貝 子廟)に 来てか ら故郷にもどった ことがあ りません。昔か らゲゲー ン ・

ヒー ドにはヒシグテンか らのラマ僧が一人常住するとい う習慣がありま した。私の祖父の

弟がゲゲー ン ・ヒー ドにいたので、わた しはそのラマ僧のお じいさんを頼 りにや って来ま

した。

　 その ころ、このあた り(貝 子廟周辺)は 何もありませんで した。周辺二十キロのところ

か ら見えるのはオヴォーとお寺だ けで した。 この寺には赤い色の三つの囲いがあ りました。

お寺の右 と左側にラマ僧たちの住居である固定家屋があ りま した。左側の囲いには住居が

た くさんあ りま した。空間が広が っていま した。右側は少なか ったです。なぜな ら、その

向うにシリン川が流れていたので、それ以上広げ られ ませんで した。

　 当時、 日本人もたまに見かけま した。日本人が住んでいたのは、丸い窓のついた塔のあ

る、数件の固定家屋で した。一九四五年に 日本人がそこを離れた とき、その建物を全部焼

いて行 きま した。 しば らく煙が立 ちのぼっていま した。 日本人はゲゲー ン ・ヒー ドに来て

九年経ったといわれています。おもうに、一九三六年に来たで しょう。

　その とき、日本の特務機関とい うのが現在の第一発電所の右側にありました。そ こでは

映画が上映 されていると聞いていま した。わた したちは見 に行った ことがあ りません。徳

王(デ ムチュク ドンロブ王)が 来て大宴会を したあ と、その夜 は映画が上映されていま し

た。外の壁に白い布 をかけて映画が上映 されたそうです。徳王が来てシ リー ンゴルの十の

チ ョールガーン(盟)の ナー ダム祭 を催 していま した。盟公署 は現在の第二発電所の位置

にありま した。

　一九五八年に、寺の家畜を売却 したお金などによって集め られた資金で絨毯工場が創 ら

れま した。これが シリー ンホ トの最初の工場で した。お寺の近 くに建て られ ま した。ラマ

僧が 自給 自足をする政策が行われ ていたのです。一九六〇年か ら絨毯工場は国営工場にな

りま した。「国営地毯廠」 と命名され るようになってラマ僧たちが投資 した金 を返 してくれ

ま した。その後、一九七〇年代か ら毛織物工場にな りま した。現在もモンゴル医学研究所

の隣にあ ります。

　わた しはもともと絨毯工場で働 いてお り、その後 も国営毛織物工場で働 くよ うにな りま

した。

　一九六六年か ら糾弾 されて、以来十年あま り政治的権利を奪われていま した。その とき

は勤務時間に自分の仕事を して、勤務時間以外は別の仕事を していま したので、休みがあ

りませんで した。一九七七年にようや く 「罪人」の レッテルが払い落とされま した。とい

うのは、わた しはそのときよく働 いていま したので受賞され ることにな りま した。それで、
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わた しは 「この賞をわた しが もらうわけにはいきません。わた しは政治的悪評の レッテル

を貼 られている人物です」と言いま した。 これ を聞いて彼 らはわた しの名誉回復を忘れて

いた ことに気づき、その悪評の レッテルを剥が して くれま した。その後、わた しは一九七

九年か ら一九八九年まで働 いて退職 し、一九八九年か らまたゲゲー ン ・ヒー ドに来て宗教

活動 をしま した。寺には自主的にもどって来ま した。

　 ゲゲー ン ・ヒー ドのマムバ ・スム(医 学院)で は、かつて一九四〇年に西スニ ドに病院

をつ くり、張家口か ら十八頭のラクダに薬や器材な どを運んできま した。当時は約三十人

のラマ僧医者がいま した。一九四五年に病院が破壊 されて営業停止 にな りました。しか し、

薬や器材がそのままあったので、それを一九四七年か ら四八年の間に全部回収 して三つに

分 けて、一部 を軍に、一部をアバガ旗に、もう一部を寺に分けま した。寺に分けてもらっ

た一部 を利用 して寺にラマ僧病院がつ くられま した。それでラマ僧が寺で治療 をしていま

した。一九五八年に二十二人のモンゴル民間医の薬を合わせて合作社がつ くられま した。

一九七九年に寺の病院 を復活させま した
。

　ラマ僧たちが絨毯工場 をつ くりま した。また、各旗か らラマ僧たちが来て製鉄工場 をつ

くりま した。のちにその工場はな くな りま した。電気工場にも数人のラマ僧が働 いていま

した。 この工場も二年ほどで消えま した。ラマ僧たちは寺で製服工場 を創 って服装を造っ

ていま した。服装はチ ョイルの左側の建物で しかつ くりませんで した。ラマ僧たちが縫っ

た り繕った りしていま した。その後、ラマ僧たちの製服工場を服装工場 と合弁させま した。

絨毯工場 を毛織物工場 に合弁 させま した。そ こには銀細工の職人が来て銀で物 をつくって

いま した。それ も文革 中になくな りま した。寺の牛車で塩を運んで売 り、小麦粉などの食

糧を運んできていま した。

　一九四五年に ロシア軍が来たとき、各旗の家畜を追 っていったときに、モンゴル人に家

畜を追わせま した。たまに、あるモンゴル人を日本のスパイとして連行 してい くこともあ

りま した。それ以外にモ ンゴル人は連行されませんで した。ここにいた漢人は全員連行 さ

れま した。
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